
関
西
一
で
神
宮
へ

関
西
一
で
神
宮
へ

関
西
一
で
神
宮
へ

年
ぶ
り
の
歓
喜

年
ぶ
り
の
歓
喜

年
ぶ
り
の
歓
喜
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10
月
24
日
に
行
わ
れ
た

プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
。

学
内
で
は
硬
式
野
球
部
全

員
で
そ
の
様
子
を
見
守
っ

た
。待
ち
望
ん
だ
指
名
は

早
々
に
訪
れ
た
。ま
ず
捕
手

の
桂
が
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

か
ら
３
位
指
名
を
受
け
た
。

「
選
ば
れ
る
ま
で
不
安
だ
っ

た
」（
桂
）。ま
た
、内
野
手
の

橋
爪
大
佑（
経
済
４
年
・
東
海

大
付
属
仰
星
高
）も
同
じ
く

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
か
ら
育
成

枠
２
位
指
名
。「
一
緒
の
チ
ー

ム
に
選
ば
れ
る
こ
と
な
ん
て

ま
ず
無
い
こ
と
だ
か
ら
う
れ

し
い
」（
桂
）、「
い
つ
か
は
一

緒
に
試
合
に
出
た
い
」（
橋

爪
）と
互
い
に
喜
ん
だ
。

　

10
月
24
日
に
行
わ
れ
た

プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
。

学
内
で
は
硬
式
野
球
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全

員
で
そ
の
様
子
を
見
守
っ

た
。待
ち
望
ん
だ
指
名
は

早
々
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ず
捕
手

の
桂
が
中
日
ド
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ゴ
ン
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ら
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を
受
け
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「
選
ば
れ
る
ま
で
不
安
だ
っ
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」（
桂
）。ま
た
、内
野
手
の

橋
爪
大
佑（
経
済
４
年
・
東
海

大
付
属
仰
星
高
）も
同
じ
く

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
か
ら
育
成

枠
２
位
指
名
。「
一
緒
の
チ
ー

ム
に
選
ば
れ
る
こ
と
な
ん
て

ま
ず
無
い
こ
と
だ
か
ら
う
れ

し
い
」（
桂
）、「
い
つ
か
は
一

緒
に
試
合
に
出
た
い
」（
橋

爪
）と
互
い
に
喜
ん
だ
。

　

　

31
年
ぶ
り
の
明
治
神
宮

年
ぶ
り
の
明
治
神
宮

野
球
大
会
初
戦
で
、大
商
大

野
球
大
会
初
戦
で
、大
商
大

は
近
畿
大
学
工
学
部
と
の
激

は
近
畿
大
学
工
学
部
と
の
激

戦
を
繰
り
広
げ
た
。近
畿
大

戦
を
繰
り
広
げ
た
。近
畿
大

工
学
部
は
、

工
学
部
は
、１
回
戦
で
春
の

回
戦
で
春
の

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大

会
の
優
勝
校
・
上
武
大
学
を

会
の
優
勝
校
・
上
武
大
学
を

倒
し
た
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
。大

倒
し
た
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
。大

商
大
の
先
発
は
エ
ー
ス
の
近

商
大
の
先
発
は
エ
ー
ス
の
近

藤
大
亮（
経
営

藤
大
亮（
経
営
４
年
・
浪
速

年
・
浪
速

高
）。「
初
の
全
国

高
）。「
初
の
全
国
で
少
し
緊

で
少
し
緊

張
し
た
」と
い
う
近
藤
は
、

張
し
た
」と
い
う
近
藤
は
、１

回
表
、

回
表
、２
四
球
と
左

四
球
と
左
前
打
で
打
で

満
塁
と
さ
れ
た
も
の
の
後
続

満
塁
と
さ
れ
た
も
の
の
後
続

を
三
振
で
抑
え
た
。

を
三
振
で
抑
え
た
。２
回
裏
、

回
裏
、

先
頭
の

先
頭
の
４
番
・
桂
依
央
利（
商

番
・
桂
依
央
利（
商

４
年
・
太
成
学
院
大
高
）が
中

年
・
太
成
学
院
大
高
）が
中

前
に
チ
ー
ム
初
安
打
を
放
つ

前
に
チ
ー
ム
初
安
打
を
放
つ

と
、次
に
犠
打
で
送
り
、

と
、次
に
犠
打
で
送
り
、６

番
・
山
神
貴
雅（
経
営

番
・
山
神
貴
雅（
経
営
４
年
・
年
・

倉
敷
商
業
高
）の
右
中
間
を

倉
敷
商
業
高
）の
右
中
間
を

破
る
適
時
三
塁
打
で
先
制
点

破
る
適
時
三
塁
打
で
先
制
点

を
挙
げ
た
。こ
の
ま

を
挙
げ
た
。こ
の
ま
ま
逃
げ

ま
逃
げ

切
り
た
か
っ
た
大
商
大
だ

切
り
た
か
っ
た
大
商
大
だ

が
、
が
、７
回
表
、近
畿
大
工
学
部

回
表
、近
畿
大
工
学
部

に
同
点
に
追
い
つ
か
れ
た
。

に
同
点
に
追
い
つ
か
れ
た
。

そ
し
て
、

そ
し
て
、１
―
１
の
ま
ま
決

の
ま
ま
決

着
が
つ
か
ず
、試
合
は
延
長

着
が
つ
か
ず
、試
合
は
延
長

戦
に
突
入
し
た
。

に
突
入
し
た
。

　

延
長

　

延
長
10
回
１
死
満
塁
か

死
満
塁
か

ら
始
ま
っ
た
タ
イ
ブ
レ
ー

ら
始
ま
っ
た
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
。
ク
。11
奪
三
振
の
力
投
の
近

奪
三
振
の
力
投
の
近

藤
に
替
わ
り
、金
子
丈（
公
営

藤
に
替
わ
り
、金
子
丈（
公
営

３
年
・
大
阪
学
院
大
高
）が
登

年
・
大
阪
学
院
大
高
）が
登

板
。「
準
備
は
で
き
て
い
た
し

板
。「
準
備
は
で
き
て
い
た
し

投
げ
た
か
っ
た
。自
分
は
プ

投
げ
た
か
っ
た
。自
分
は
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る
場

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る
場
面

に
強
い
」と
い
う
金
子
は
、

に
強
い
」と
い
う
金
子
は
、１

人
目
を
浅
め
の
中
飛
に
打
ち

人
目
を
浅
め
の
中
飛
に
打
ち

取
り
取
り
２
死
と
し
、続
く
打
者

死
と
し
、続
く
打
者

を
三
塁
ゴ
ロ
に
抑
え
、見
事

を
三
塁
ゴ
ロ
に
抑
え
、見
事

こ
の
ピ
ン
チ
を
切
り
抜
け

こ
の
ピ
ン
チ
を
切
り
抜
け

た
。そ
し
て
、

た
。そ
し
て
、10
回
裏
、大
商

回
裏
、大
商

大
の
大
の
先
頭
先
頭
打
者
に
抜
擢
さ
れ

打
者
に
抜
擢
さ
れ

た
の
は
、吉
持
亮
汰（
経
済
2

た
の
は
、吉
持
亮
汰（
経
済
2

年
・
広
陵
高
）。富
山
陽
一
監

年
・
広
陵
高
）。富
山
陽
一
監

督（
大
商
大

督（
大
商
大
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
）は「
よ
く

）は「
よ
く

バ
ッ
ト
が
振
れ
て
い
た
し
、

バ
ッ
ト
が
振
れ
て
い
た
し
、

吉
持
な
ら
決
め
て
く
れ
る
だ

吉
持
な
ら
決
め
て
く
れ
る
だ

ろ
う
と
思
っ
て
、

ろ
う
と
思
っ
て
、９
回
裏
に

回
裏
に

声
を
か
け
た
」と
語
っ
た
。期

声
を
か
け
た
」と
語
っ
た
。期

待
を
一
身
に
背
負
っ
て
打
席

待
を
一
身
に
背
負
っ
て
打
席

に
入
っ
た
吉
持
は
落
ち
着
い

に
入
っ
た
吉
持
は
落
ち
着
い

て
い
た
。

て
い
た
。２
ボ
ー
ル

ボ
ー
ル
１
ス
ト
ス
ト

ラ
イ
ク
か
ら
の

ラ
イ
ク
か
ら
の
４
球
目
、高

球
目
、高

め
の
ス
ト
レ
ー
ト
を
打
ち
返

め
の
ス
ト
レ
ー
ト
を
打
ち
返

す
と
こ
れ
が
サ
ヨ
ナ
ラ
犠
飛

す
と
こ
れ
が
サ
ヨ
ナ
ラ
犠
飛

と
な
り
、

と
な
り
、２
―
１
で
劇
的
な

で
劇
的
な

勝
利
を
呼
び
込
ん
だ
。吉
持

勝
利
を
呼
び
込
ん
だ
。吉
持

は「
と
に
か
く
打
ち
た
か
っ

は「
と
に
か
く
打
ち
た
か
っ

た
。
た
。４
年
生
と

年
生
と
１
日
で
も
長

日
で
も
長

く
野
球
を
し
た
か
っ
た
」と

く
野
球
を
し
た
か
っ
た
」と

笑
顔
を
見
せ
た
。

笑
顔
を
見
せ
た
。

　

翌
日
、明
治
大
学
と
の
準

　

翌
日
、明
治
大
学
と
の
準

決
勝
、大
商
大
の
先
発
は
金

決
勝
、大
商
大
の
先
発
は
金

子
。
子
。３
回
ま
で
は
相
手
を
無

回
ま
で
は
相
手
を
無

失
点
に
抑
え
て
い
た
が
、

失
点
に
抑
え
て
い
た
が
、４

回
裏
に
味
方
の
悪
送
球
が
響

回
裏
に
味
方
の
悪
送
球
が
響

き
先
制
点
を
許
し
た
。し
か

き
先
制
点
を
許
し
た
。し
か

し
、大
商
大
も

し
、大
商
大
も
５
回
表
に
先

回
表
に
先

頭
の
新
谷
承
基（
経
済

頭
の
新
谷
承
基（
経
済
２
年
・
年
・

福
知
山
成
美
高
）が
ラ
イ
ト

福
知
山
成
美
高
）が
ラ
イ
ト

フ
ェ
ン
ス
直
撃
の
二
塁
打
を

フ
ェ
ン
ス
直
撃
の
二
塁
打
を

放
ち
、犠
打
で
三
塁
に
送
り
、

放
ち
、犠
打
で
三
塁
に
送
り
、

黒
田
祐
成（
公
営

黒
田
祐
成（
公
営
１
年
・
大
垣

年
・
大
垣

日
本
大
高
）の
左
前
打
で
す

大
高
）の
左
前
打
で
す

か
さ
ず
同
点
に
追
い
つ
い

か
さ
ず
同
点
に
追
い
つ
い

た
。そ
の
後

た
。そ
の
後
６
回
裏
、こ
こ
ま

回
裏
、こ
こ
ま

で
１
失
点
と
好
投
し
て
い
た

失
点
と
好
投
し
て
い
た

金
子
が

金
子
が
３
点
を
奪
わ
れ
た
。

点
を
奪
わ
れ
た
。

野
手
陣
も
相
手
投
手
を
攻
略

野
手
陣
も
相
手
投
手
を
攻
略

で
き
ず
、

で
き
ず
、９
回
表
に
無
死
一
、

回
表
に
無
死
一
、

二
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
た

二
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
た

も
の
の
こ
れ
を
生
か
せ
ず

も
の
の
こ
れ
を
生
か
せ
ず

ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。

ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。４
―
１
で

力
尽
き
た
。皆「
悔
し
い
」と

力
尽
き
た
。皆「
悔
し
い
」と

う
な
だ
れ
た
が
、全
国
常
連

う
な
だ
れ
た
が
、全
国
常
連

校
の
明
治
大
と
の
力
の
差
は

校
の
明
治
大
と
の
力
の
差
は

無
か
っ
た
。主
将
の
香
川
卓

無
か
っ
た
。主
将
の
香
川
卓

哉（
経
営

哉（
経
営
４
年
・
広
陵
高
）は

年
・
広
陵
高
）は

「
こ
の
経
験
を
次
に
生
か
し

「
こ
の
経
験
を
次
に
生
か
し

て
ほ
し
い
」と
後
輩
に
げ
き

て
ほ
し
い
」と
後
輩
に
げ
き

を
飛
ば
し
、悲
願
の
日
本
一

を
飛
ば
し
、悲
願
の
日
本
一

を
託
し
た
。

を
託
し
た
。

硬
式
野
球
部

関西六大学野球秋季リーグ戦
8月31日～10月23日　南港中央野球場他

第11回大阪市長杯争奪関西地区大学野球選手権大会
11月2日～11月5日　南港中央野球場

　
　

春
季
リ
ー
グ
戦
で
京
都
産

業
大
学
に
惜
敗
し
、全
国
大

会
出
場
が
か
な
わ
な
か
っ
た

大
商
大
は
、関
西
六
大
学
野

球
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
の
優
勝

に
並
々
な
ら
ぬ
闘
志
を
燃
や

し
て
い
た
。そ
の
大
商
大
ナ

イ
ン
が
一
番
苦
し
か
っ
た
と

口
を
そ
ろ
え
た
試
合
が
、第

６
節
・
神
戸
学
院
大
学
と
の

第
２
戦
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。

「
こ
こ
で
勝
て
た
か
ら
波
に
乗

れ
て
優
勝
で
き
た
。こ
の
試

合
を
落
と
し
て
い
た
ら
神
宮

は
な
か
っ
た
」と
振
り
返
る
。

　

そ
し
て
、第
７
節
・
京
都
産

業
大
と
の
対
戦
だ
。第
１
戦

は
近
藤
が
素
晴
ら
し
い
投
球

を
見
せ
、５
―
０
で
完
封
勝

利
を
収
め
た
。試
合
後
、近
藤

は「
大
事
な
一
戦
を
任
さ
れ

て
光
栄
」と
誇
ら
し
げ
に

語
っ
た
。第
２
戦
は
京
都
産

業
大
の
粘
り
に
１
―
２
で
敗

れ
、第
３
戦
の
天
王
山
を
迎

え
る
。第
３
戦
で
も
先
発
し

た
近
藤
は
こ
の
日
も
絶
好
調

で
完
封
し
、野
手
陣
も
11
安

打
５
得
点
と
京
都
産
業
大
の

岩
橋
投
手
を
攻
略
し
た
。こ

れ
で
21
年
ぶ
り
７
度
目
の
優

勝
が
決
ま
り
、歓
喜
の
胴
上

げ
と
な
っ
た
。

 　

リ
ー
グ
戦
を
制
し
た
大
商

大
は
、次
に
関
西
地
区
大
学

野
球
選
手
権
大
会
に
挑
ん

だ
。初
戦
、京
滋
大
学
野
球
連

盟
代
表
の
京
都
学
園
大
学
を

５
―
０
の
圧
勝
で
下
す
。続

く
２
回
戦
は
関
西
学
生
野
球

連
盟
代
表
の
関
西
学
院
大
学

と
対
戦
し
、６
回
裏
に
１
死

二
、三
塁
か
ら
３
番
・
渕
上
真 

（
公
営
３
年
・
広
陵
高
）の
適

時
打
と
桂
の
ス
ク
イ
ズ
で
２

点
を
先
制
。こ
の
試
合
で
近

藤
が
１
１
４
球
の
力
投
、わ

ず
か
１
四
球
で
11
奪
三
振
を

奪
い
、見
事
自
身
初
と
な
る

無
安
打
無
得
点
試
合
を
達
成

し
２
―
０
で
勝
利
し
た
。決

勝
戦
は
、阪
神
大
学
野
球
連

盟
代
表
の
大
阪
体
育
大
学
と

の
対
戦
。３
回
表
に
先
制
点

を
許
し
た
も
の
の
、６
回
裏

に
代
打
の
原
貴
保（
公
営
１

年
・
太
成
学
院
大
高
）の
安
打

を
皮
切
り
に
１
死
二
、三
塁

と
な
り
、渕
上
の
内
野
ゴ
ロ

の
間
に
ホ
ー
ム
イ
ン
し
て
同

点
に
追
い
つ
い
た
。均
衡
が

崩
れ
た
の
は
、９
回
裏
。先

頭
の
渕
上
が
四
球
を
選
び
、

第44回明治神宮野球大会
11月16日～11月20日　明治神宮野球場

続
く
桂
が
犠

打
で
渕
上
を

１
死
二
塁
へ
。

続
く
山
神
が

中
前
に
弾
き

返
し
、渕
上
が

捕
手
の
タ
ッ

チ
を
間
一
髪

で
す
り
抜
け

サ
ヨ
ナ
ラ
の

ホ
ー
ム
を
踏

ん
だ
。第
１
代

表
の
切
符
を

手
に
入
れ
、３

度
目
の
明
治

神
宮
大
会
へ

乗
り
込
む
こ

と
に
な
っ
た
。

文
／
江
見
拓
人

（
経
営
２
年
・

興
國
高
）

31
年
の
時
を
経
て
、大
商
大
硬
式
野
球
部
が
神
宮
に
帰
っ

て
来
た
。長
い
暗
闇
を
抜
け
、歓
喜
の
胴
上
げ
と
な
っ
た
21

年
ぶ
り
の
リ
ー
グ
戦
優
勝
。そ
し
て
、関
西
地
区
大
学
選
手

権
で
関
西
一
の
栄
光
を
手
に
、意
気
揚
々
と
乗
り
込
ん
だ

明
治
神
宮
大
会
で
全
国
4
強
入
り
。来
年
の
春
、全
日
本
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「関西六大学野球秋季リーグ戦」　　優勝（21年ぶり7度目）
 最優秀選手賞 渕上 真（公営3年・広陵高）
 最優秀投手賞 近藤 大亮（経営4年・浪速高）
 首位打者賞 桂 依央利（商4年・太成学院大高）
 担当記者クラブ賞 桂 依央利（商4年・太成学院大高）
 ベストナイン（捕手） 桂 依央利（商4年・太成学院大高）
 ベストナイン（一塁手） 山神 貴雅（経営4年・倉敷商業高）
 ベストナイン（三塁手） 吉持 亮汰（経済2年・広陵高）

「第11回関西地区大学野球選手権大会
 兼第44回明治神宮野球大会関西地区代表決定戦」 優勝（初）
 最優秀選手賞 近藤 大亮（経営4年・浪速高）

「関西六大学野球秋季新人戦」　　1回戦敗退

「第44回明治神宮野球大会」　　  ベスト4

道 都 大
明 治 大
大 商 大
近畿大工学部
上 武 大
関西学院大
中部学院大
桐蔭横浜大
亜 細 亜 大
八戸学院大
福 岡 大

（北 海 道 二 連 盟）
（東 京 六 大 学）
（関西五連盟第1）
（中国・四国三連盟）
（関東五連盟第2）
（関西五連盟第2）
（北陸・東海三連盟）
（関東五連盟第1）
（東 都 大 学）
（東 北 三 連 盟）
（九 州 三 連 盟）
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たくさんの応援
ありがとうございました
たくさんの応援
ありがとうございました
たくさんの応援
ありがとうございました

中日ドラゴンズ

2013年・秋 神宮への道のり2013年・秋 神宮への道のり2013年・秋 神宮への道のり

31年ぶり明治神宮大会31年ぶり明治神宮大会31年ぶり明治神宮大会 全
国
全
国
全
国

入団入団入団

4
強
4
強
4
強

ノ
ー
ヒ
ッ
ト

ノ
ー
ラ
ン

ノ
ー
ヒ
ッ
ト

ノ
ー
ラ
ン

ノ
ー
ヒ
ッ
ト

ノ
ー
ラ
ン

第12号

硬
式
野
球
部

1 面

3面
準
硬
式
野
球
部

ボ
ク
シ
ン
グ
部

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

2 面

4面
空
手
道
部

合
気
道
部

日
本
拳
法
部



■アイスホッケー部
「第43回全関西実業団アイスホッケーリーグ戦
＜一次リーグ＞」
Dグループ　7位

■アメリカンフットボール部
 「関西学生アメリカンフットボールリーグ戦」
3部Fブロック（6人制）　準優勝

■剣道部
「第61回関西学生剣道優勝大会」 
男子団体　1回戦敗退

■硬式庭球部
 「関西大学対抗テニスリーグ戦」
男子5部　4位

■サッカー部
 「第26回関西学生サッカー新人戦」
ベスト16
 「第91回関西学生サッカーリーグ」通年成績
2部Bブロック　5位
　　　　　　　最優秀選手賞（FW）　森 優也（公営4年）

■柔道部
 「大阪府下大学対抗柔道大会」
1部　準優勝

「第39回全日本サンボ選手権大会
兼2013年世界サンボ選手権大会代表選考会」
男子ジュニアの部 62kg級 優勝 西田 成吾（商1年）
 68kg級 優勝 今川 吉輝（公営1年）
「第13回全日本サンボ団体選手権」
団体　優勝

■少林寺拳法部
 「少林寺拳法関西学生新人大会」
自由組演武男子二段以上の部
予選敗退　上中 敬介（経営3年）・森岡 優二（公営2年）
　　　　　男子初段の部
予選敗退　羽田 昂平（経営3年）・中込 拓弥（経営3年）
　　　　　男子茶帯の部
予選敗退　玉越 俊紀（商2年）・中家 優人（経営2年）
予選敗退　脇田 祐輝（経営2年）・上田 将司（経営2年）
　　　　　白・緑帯の部
予選敗退 沖永 純哉（経営1年）・福江 翔太（経営1年）

■水上競技部
 「第87回関西学生選手権水泳競技大会」
男子3部 8位
男子100m平泳ぎ 優勝 　　明神 佳弘（経営3年）
男子200m平泳ぎ 準優勝 　明神 佳弘（経営3年）
男子400m個人メドレー 6位 　　北村 遼（経営4年）
男子400mフリーリレー 8位 　　窪田 匡貴（経済3年）・ 
 　　　 　桝井 亮甫（商3年）・
 　　　　 北村 遼（経営4年）・
 　　　　 明神 佳弘（経営3年）
男子400mメドレーリレー 7位 　　窪田 匡貴（経済3年）・
 　　　　 明神 佳弘（経営3年）・
 　　　　 桝井 亮甫（商3年）・
 　　　　 北村 遼（経営4年）
「第7回関西学生冬季公認記録会」
男子50m平泳ぎ 22位   　伊吹 裕介（経済1年）
男子50m平泳ぎ 23位 　  岩井 滉（経済3年）
男子50m平泳ぎ 24位 　  大塚 康右（経営1年）

■ソフトテニス部
「第67回全日本大学対抗ソフトテニス選手権大会」
男子団体　ベスト32
「第68回全日本学生ソフトテニス選手権大会」
男子の部　ベスト64 小河 遼（経済3年）・
 増﨑 亮太（公営2年）
「関西学生ソフトテニス秋季リーグ戦」
男子2部　 準優勝
「関西学生ソフトテニス新人大会」
男子の部　ベスト32 押本 健人（公営1年）・
 橋本 俊輝（公営1年）

■卓球部
 「関西学生卓球秋季リーグ戦」
男子2部　3位
「第47回会長杯争奪卓球大会」
男子団体 ベスト8
男子ダブルス ベスト4 坂永 幸佑（商3年）・
  竹谷 大輝（公営3年）
 ベスト8 平山 晶基（商3年）・
  武市 拓也（商2年）
男子シングルス ベスト8 打越 史彦（商3年）

■バスケットボール部
 

「関西学生バスケットボールリーグ戦」
2部　7位
 「第68回 国民体育大会（スポーツ祭東京2013）
バスケットボール競技」
成年男子　〈徳島県〉 1回戦敗退　秦 清彦（商2年）
 「関西学生バスケットボール新人戦」
3回戦敗退

■フィールドホッケー部
 「関西学生ホッケー秋季リーグ」
男子3部　5位

■ボウリング部
 「第52回関西学生ボウリング選手権大会」
男子個人 32位　川合 諒（経済3年）
 91位　中野 広一（経営2年）
 「第52回関西学生秋季ボウリングリーグ戦」
男子1部 7位
「第50回関西学生新人ボウリング選手権大会」
男子個人 28位　山本 泰河（経営2年）

■ライフル射撃部
 「第60回秋季全関西学生ライフル射撃選手権大会」
10mS60M　69位　秦 勝宏（経済3年）

■ラグビー部
 「関西大学ラグビーリーグ戦」
D（4部） 3リーグ　5位

■陸上競技部
 「関西学生陸上競技種目別選手権大会
兼第35回関西学生混成選手権大会」
男子100ｍ 予選敗退 北浦 巧（経済3年）
男子800ｍ 予選敗退 近藤 成晃（経済2年）
男子走幅跳 予選敗退 山原 佑太（経営3年）
男子4×100ｍリレー 予選敗退 北浦 巧（経済3年）・
  喜多 勇介（経済3年）・
  平岡 伸梧（公営1年）・
  戸田 靖章（経営1年）
男子4×400ｍリレー 予選敗退 喜多 勇介（経済3年）・
  北浦 巧（経済3年）・
  戸田 靖章（経営1年）・
  佐藤 功一（経済3年）

■フットサル同好会
 「スポーツマネジメント 夏の陣シリーズ6」
7位

その他のクラブ主な試合結果
（2013年7月16日～12月15日）

1 ポイント
差に

泣いた2
部

1部まで

もう一歩
及ばず

Rise to the Occasion.

※文中人名後の（　）内は、所属学科学年・出身高校

来シーズンも大商大ス
ポーツクラブ応援ツアー
を開催します。
闘う大商大生へみなさ
んの熱いご声援をお願
いします！
詳細は、スポセン公式
WEBサイト、メルマガ、
S-Navi！にて公開します。
続報に乞うご期待！

学生生活課 課外活動支援室＜スポーツセンター＞
【TEL】06-6785-6129
【URL】http://ouc.daishodai.ac.jp/sports/
  大商大スポセン  で検索

問い合わせ先

応援に行こう！！

❶名前（ふりがな）／所属学科学年／出身高校
❷マネージャーになろうと思ったきっかけ
❸マネージャーになって良かったこと
❹選手へのメッセージ　❺所属クラブPR　　

前号の「イケメン大図鑑」では体育会系クラブ

のイケメンを紹介しましたが、今号は日々クラ

ブ生が練習しやすいようにサポートしている女

子マネージャーさんを取り上げます！　皆さんに

女子マネージャーの深いクラブ愛を知ってもら

いたいので、数あるクラブの中から硬式野球

部、ボクシング部、バスケットボール部、バレー

ボール部の4クラブの女子マネージャーを紹介

します。今までにマネージャー経験のある人や、

スポーツが苦手でも興味がある人は、ぜひクラ

ブに入って、クラブ生のサポートや応援を通じ

て大学生活4年間を充実させてみませんか？

文／高本 菜樹紗
（経営1年・大阪ビジネスフロンティア高）

❶松浦 菜 （々まつうら なな）

　／経済3年／能登川高

❷高校でボクシング部のマネージャーをしていて
大学でもマネージャーをしたいと思ったから。

❸他大学のマネージャーと仲良くなれたり、合宿
や試合などを通じて選手のしんどさや大変さ、
ボクシングに対しての思いを知れたこと。

❹今はマネージャーが一人で、選手にもサポート
してもらいながらやっています。頼りないマネー
ジャーですが、卒業までみんなで楽しく仲良く
厳しく頑張りましょう。

❺ボクシング部は、選手もマネージャーもみんな
仲良しでとても楽しいクラブです。練習にはメ
リハリをつけ、それぞれが目標を持ち頑張って
います。少しでも興味のある人はぜひ見学に来
てください。マネージャーも募集中です。

❶北村 佳寿美（きたむら かすみ）
　／公営4年／明石清水高

❷名門である大商大バレーボール部の一員とし
てバレーボールに携わっていきたかったから。

❸全員で問題を乗り越えながら毎日練習に取り
組んだ結果、困難な相手に打ち勝つことがで
きたときです。また、他大学との交流も増えま
した。

❹たくさんの高い壁に当たることもありますが、
一歩一歩、全員で上へ上へと昇っていきたい
と思います。全力でサポートしていきますので
よろしくお願いします。頑張れ、大商大バレー
ボール部!!

❺私たちバレーボール部は、毎日、午後6時から
3時間ほど総合体育館で練習しています。全日
本インカレ優勝を目標に頑張っています。

❶柚木 菜美（ゆずき なみ）
　／公営4年／呉商業高

❷高校までバスケットボールを続けていて、大学
でサークルとマネージャーで迷っていたとこ
ろ、マネージャーに誘われたから。

❸大学生活を送っていく上で、味わうことのでき
ない感動や達成感をたくさん感じることができ
るところ。

❹2012年度から2部へ落ちてしまい、今季も1
部へ昇格することはできませんでした。来季こ
そは頑張って1部へ昇格してもらいたいです!!

❺バスケットボール部は、全員が明るく元気があ
ります。全員が真剣にかつ楽しく練習をしてい
ます。3・4年生のときはマネージャーが一人で
女子のいない中活動していましたが、それも関
係ないくらい毎日楽しめる仲の良いクラブです！

❶花岡 知佳（はなおか ちか）
　／商学4年／奈良朱雀高

❷入部したのは1年生の5月末。学生最後なので
4年間熱中し充実させたかったし、野球が好き
だったから。

❸礼儀やさまざまな知識、幅広い年齢の方との関
わりが持てて自分自身、本当に成長できました。

❹今季、全国ベスト4になれたのは、それまでのみん
なの積み重ねです。来季も全国大会に出れるよう
にこの冬を一日一日大事にして春を迎えてくださ
い。いつもありがとう！これからも応援しています。

❺硬式野球部は、21年ぶりにリーグ優勝、さらに関
西地区大学選手権も優勝し、第1代表として31
年ぶりに明治神宮大会へ出場し、全国ベスト4の
成績を残しました。「闘争心」をモットーに来季も
頑張りますので、応援よろしくお願いします。

女子マネの
クラブ愛

【拡散希望】
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リーグ最多リーグ最多リーグ最多
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「阪神六大学準硬式野球連盟秋季リーグ戦」
　優勝（63度目）
　最優秀選手賞 勝浦 誠（公営3年・神港学園神港高）
　最多勝利投手賞 越智 俊貴（商1年・西条高）
　首位打者賞 笠井 翔太（経済3年・京都外大西高）
　本塁打王 勝浦 誠（公営3年・神港学園神港高）
　打点王 勝浦 誠（公営3年・神港学園神港高）
　盗塁王 勝浦 誠（公営3年・神港学園神港高）
　ベストナイン（投手） 越智 俊貴（商1年・西条高）
　ベストナイン（一塁手） 勝浦 誠（公営3年・神港学園神港高）
　ベストナイン（三塁手） 森 太一（商1年・京都国際高）
　ベストナイン（外野手） 笠井 翔太（経済3年・京都外大西高）

「秋季関西地区大学準硬式野球選手権大会」
　1回戦 敗退

「第31回全日本大学9ブロック対抗準硬式野球大会」
　全関西選抜チーム 優勝（4年ぶり6度目）
　選抜メンバー（投手） 越智 俊貴（商1年・西条高）

「第22回関西地区大学六リーグ対抗準硬式野球大会」
　阪神六大学選抜チーム 優勝（4年ぶり3度目）
　最優秀選手賞 勝浦 誠（公営3年・神港学園神港高）
　選抜メンバー（外野手） 笠井 翔太（経済3年・京都外大西高）
　選抜メンバー（一塁手） 勝浦 誠（公営3年・神港学園神港高）
　選抜メンバー（投手） 越智 俊貴（商1年・西条高）
　選抜メンバー（三塁手） 森 太一（商1年・京都国際高）
　選抜メンバー（投手） 永井 邦哉（公営3年・日高高中津分校）
　選抜メンバー（捕手） 森田 健太（公営3年・明石商業高）

秋
季
リ
ー
グ
戦

秋
季
リ
ー
グ
戦

秋
季
リ
ー
グ
戦

阪神六大学準硬式野球連盟秋季リーグ戦
9月3日～10月24日　住之江公園野球場他

VVVV大型新人現わる！大型新人現わる！大型新人現わる！

　

平
成
25
年
12
月
12
日

（
木
）に
体
育
会
総
会
を

行
い
ま
し
た
。12
月
か
ら

新
幹
部
で
活
動
し
て
い

ま
す
。今
回
の
体
育
会

本
部
N
E
W
S
で
は
、

旧
委
員
長
の
奥
田
一
希

（
公
営
4
年・大
商
大
堺

高
）と
新
委
員
長
の
中

川
泰
斗（
公
営
3
年・高

島
高
）に
今
後
の
体
育

会
本
部
に
つ
い
て
対
談

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
川
新
委
員
長
に
お
尋

ね
し
ま
す
。こ
れ
か
ら

体
育
会
本
部
を
ど
う
し

て
い
き
た
い
で
す
か
？

中
川
：
僕
が
委
員
長
に

な
っ
て
一
番
力
を
入
れ
た

い
の
は
体
育
会
系
ク
ラ

ブ
の
応
援
に
行
く
こ
と

で
す
。奥
田
委
員
長
の
代

か
ら
体
育
会
系
ク
ラ
ブ

の
応
援
に
行
く
よ
う
に

な
っ
て
、そ
れ
は
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
。僕
自
身
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
が
好
き
で
す
し
、ク
ラ

ブ
生
の
普
段
と
違
う
姿

を
見
る
こ
と
で
体
育
会

本
部
と
し
て
の
サ
ポ
ー

ト
の
仕
方
も
変
わ
っ
て
く

る
と
思
う
の
で
。

奥
田
：
応
援
は
ぜ
ひ
続

け
て
ほ
し
い
な
。今
年

は
5
つ
の
ク
ラ
ブ
の
応

援
に
行
っ
た
け
ど
、応
援

に
行
っ
て
も
ま
だ
試
合

会
場
の
雰
囲
気
に
の
ま

れ
て
、た
だ
試
合
を
観

戦
し
て
い
る
だ
け
の
こ

と
が
多
い
か
ら
、声
を

出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
も
っ
と
い
い
か
も
。あ

ま
り
な
じ
み
の
無
い
ス

ポ
ー
ツ
の
応
援
な
ら
、

事
前
に
予
習
す
る
こ
と

も
大
切
や
な
。

中
川
：
そ
う
で
す
ね
。

今
年
よ
り
も
多
く
の
ク

ラ
ブ
の
応
援
に
行
き
た

い
で
す
。で
き
れ
ば
全

ク
ラ
ブ
行
き
た
い
で
す

ね
。試
合
だ
け
じ
ゃ
な

く
練
習
場
所
を
見
学
に

行
く
の
も
大
切
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

奥
田
旧
委
員
長
か
ら

中
川
新
委
員
長
に
一
言

ど
う
ぞ
！

奥
田
：
そ
う
で
す
ね
ー
、

応
援
に
行
く
他
に
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
こ

と
は
、ク
ラ
ブ
生
の
数
を

増
や
し
て
ほ
し
い
こ
と

か
な
。そ
の
た
め
に
ク
ラ

ブ
勧
誘
期
間
に
も
っ
と

力
を
入
れ
て
も
ら
い
た

い
。あ
と
は
大
変
な
こ

と
も
あ
る
や
ろ
う
け
ど

楽
し
ん
で
委
員
長
を

や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

中
川
：
ク
ラ
ブ
勧
誘
を

盛
り
上
げ
た
い
で
す
ね
！

体
育
会
本
部
が
で
き
る

こ
と
を
考
え
ま
す
。う

ま
く
時
間
を
使
っ
て
体

育
会
本
部
委
員
長
と
し

て
頑
張
り
ま
す
!!

文
／
根
本
あ
か
り

（
経
済
3
年・西
城
陽
高
）

新・旧
委
員
長
の
対
談

新
体
制
で
始
動

補
講
は
、次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
!?

休 

講

ク
ラ
ブ
シ
ー
ズ
ン
中
、

大
商
大
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
試
合
結
果
・

試
合
予
定
を
週
一
で

配
信
し
ま
す
。

メ
ル
マ
ガ
会
員
募
集

平
成
26
年
・
春

第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
人
工
芝
へ

室
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
新
設
！！

体
育
会
本
部
N
E
W
S
大
商
大
体
育
会
本
部
か
ら
の

情
報
を
お
届
け 

！

奥
田
一
希

奥
田
一
希

中
川
泰
斗

中
川
泰
斗

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

　

関
西
学
生
ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

に
お
け
る
男
子
団
体
53
連

覇
。大
商
大
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
部
が
今
年
も
見

事
に
大
記
録
更
新
を
や
っ

て
の
け
た
。

　

団
体
戦
メ
ン
バ
ー
の
個

人
戦
績
に
よ
っ
て
順
位
が

決
ま
る
団
体
戦
。77
㎏
級
が

終
了
し
た
時
点
で
暫
定
4

位
だ
っ
た
大
商
大
は
、1
位

の
関
西
大
学
と
は
、34
ポ
イ

ン
ト
も
の
大
差
が
あ
っ
た
。

昨
年
も
重
量
級
で
逆
転
優

勝
を
果
た
し
た
大
商
大
は
、

今
年
も
逆
転
に
望
み
を
託

し
た
。逆
転
劇
へ
勢
い
を
つ

け
た
の
は
、85
㎏
級
・
藤
本

健
太（
商
4
年
・
新
居
浜
工

業
高
）
の
大
会
2
連
覇
。

そ
し
て
、94
㎏
級
・
主
将
の

下
原
卓
朗（
公
営
4
年
・
川

薩
清
修
館
高
）の
圧
巻
の
大

会
4
連
覇
だ
。下
原
は
自
己

記
録
の
更
新
こ
そ
な
ら
な

か
っ
た
が
、他
を
寄
せ
付
け

な
い
強
さ
で
、ス
ナ
ッ
チ
、

C
＆
ジ
ャ
ー
ク
、ト
ー
タ
ル

す
べ
て
の
大
会
記
録
を
更

新
し
た
。さ
ら
に
1
0
5
㎏

級
・
久
保
健
太（
公
営
4
年
・

樟
南
高
）も
大
会
2
連
覇
。

大
商
大
は
8
階
級
中
3
階

級
を
制
覇
し
、重
量
級
で
の

逆
転
優
勝
に
成
功
し
た
。

　

宮
下
日
出
海
監
督（
大
商

大
O
B
）は「
毎
年
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
大
き
く
な
る
大

会
だ
が
、選
手
た
ち
は
自
分

を
、そ
し
て
仲
間
を
信
じ
て

よ
く
頑
張
っ
た
」と
頬
を
緩

め
た
。来
年
は
階
級
制
覇
を

果
た
し
た
主
力
の
4
年
生

が
抜
け
る
が「
連
覇
の
手
応

え
は
あ
る
」と
後
輩
た
ち
。

今
大
会
は
下
級
生
の
成
長

も
目
覚
ま
し
か
っ
た
。来
年

も
こ
の
場
で
54
連
覇
の
偉

業
を
見
届
け
ら
れ
る
に
違

い
な
い
。

無敵無敵無敵 連覇5553
「第49回西日本学生新人ウエイトリフティング選手権大会」
　男子56kg級 優勝 島 幸雄（公営1年・板野高）
　男子62kg級 準優勝 伊藤 章記（公営1年・新居浜工業高）
　男子69kg級 準優勝 乾 隼人（商1年・鳥羽高）

「第68回国民体育大会（スポーツ祭東京2013）
ウエイトリフティング競技」
　成年男子56kg級　〈福井県〉
　トータル 8位 出口 貴也（経済2年・小浜水産高）
　成年男子56kg級　〈徳島県〉
　トータル 15位 島 幸雄（公営1年・板野高）
　成年男子94kg級　〈鹿児島県〉
　C＆ジャーク 9位 下原 卓朗（公営4年・川薩清修館高）

「第58回全日本学生新人ウエイトリフティング選手権大会」
　男子62kg級 準優勝 伊藤 章記（公営1年・新居浜工業高）

「第59回全日本大学対抗ウエイトリフティング選手権大会」
　団体1部 10位
　94kg級 準優勝 下原 卓朗（公営4年・川薩清修館高）

「第61回関西学生ウエイトリフティング選手権大会」
　男子団体 優勝（53連覇）
　男子56kg級 準優勝 出口 貴也（経済2年・小浜水産高）
　男子62kg級 準優勝 伊藤 章記（公営1年・新居浜工業高）　
　男子85kg級 優勝 藤本 健太（商4年・新居浜工業高）
　男子94kg級 優勝 下原 卓朗（公営4年・川薩清修館高）
　　　　　　       〈スナッチ、C＆ジャーク、トータル 大会新記録〉
　男子105kg級 優勝 久保 健太（公営4年・樟南高）
　男子105kg級 準優勝 亀岡 高基（公営1年・新居浜工業高）
　男子+105kg級 準優勝 森 祐樹（経営4年・大商大堺高）

4
連
覇

4
連
覇

4
連
覇 貫禄の4年生貫禄の4年生貫禄の4年生

関西インカレ関西インカレ関西インカレ

第61回関西学生ウエイトリフティング選手権大会
12月13日・14日　はびきのコロセアム

ウ
エ
イ
ト
リ
フ

関
西
学
生
ウ
エ
イ
ト

フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大

に
お
け
る
男
子
団
体
53

覇
。大
商
大
ウ
エ
イ
ト
リ

テ
ィ
ン
グ
部
が
今
年
も

事
に
大
記
録
更
新
を
や

て
の
け
た
。

団
体
戦
メ
ン
バ
ー
の

人
戦
績
に
よ
っ
て
順
位

決
ま
る
団
体
戦
。77
㎏
級

終
了
し
た
時
点
で
暫
定

位
だ
っ
た
大
商
大
は
、1

の
関
西
大
学
と
は
、34
ポ

ン
ト
も
の
大
差
が
あ
っ
た

昨
年
も
重
量
級
で
逆
転

勝
を
果
た
し
た
大
商
大
は

今
年
も
逆
転
に
望
み
を

た
。

し
た
。逆
転
劇
へ
勢
い
を

逆
転
劇
へ
勢
い
を

け
た
の
は
、85
㎏
級
・
藤

健
太（
商
4
年
・
新
居
浜

業
高
）
の
大
会
2
連
覇

そ
し
て
、94
㎏
級
・
主
将

下
原
卓
朗（
公
営
4
年
・

薩
清
修
館
高
）の
圧
巻
の

会
4
連
覇
だ
。下
原
は
自

記
録
の
更
新
こ
そ
な
ら

か
っ
た
が
、他
を
寄
せ
付

な
い
強
さ
で
、ス
ナ
ッ
チ

C
＆
ジ
ャ
ー
ク
、ト
ー
タ

　

1
部
に
返
り
咲
い
た
春

季
リ
ー
グ
戦
で
、1
勝
も
で

き
ず
に
2
部
落
ち
と
い
う

厳
し
い
現
実
を
突
き
付
け

ら
れ
た
大
商
大
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
。関
西
大
学
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
男
子
秋

季
リ
ー
グ
戦
序
盤
、第
2

節
・
大
阪
教
育
大
学
戦
で
敗

れ
、続
い
て
第
4
節
・
姫
路

獨
協
大
学
戦
で
フ
ル
セ
ッ

ト
の
末
、敗
れ
る
と
チ
ー
ム

は
抜
け
殻
状
態
と
な
っ
た
。

し
か
し
、主
務
の
松
岡
宏

（
公
営
4
年
・
篠
山
産
業
高
）

は「
植
田
辰
哉
先
生（
大
商

大
特
任
教
授
・
O
B
）と
長

谷
川
博
之
監
督
か
ら
い
た

だ
い
た
選
手
と
同
じ
目
線

に
立
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が

本
当
に
大
き
か
っ
た
。そ
の

気
持
ち
に
必
ず
応
え
た
い
」

と
1
部
昇
格
へ
決
意
を
新

た
に
し
、チ
ー
ム
メ
イ
ト
を

鼓
舞
し
た
。

　

第
9
節
・
同
志
社
大
学

戦
。こ
こ
で
勝
っ
て
最
終
戦

を
迎
え
た
い
大
商
大
は
、

セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
2
―
1

に
な
る
も
同
志
社
大
に
相

性
の
良
い
岡
本
智
秀（
公
営

4
年
・
姫
路
工
業
高
）の
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

タ
ッ
ク
が
決
ま
り
出
し
、3

―
1
で
勝
利
。そ
し
て
、上

位
リ
ー
グ
最
終
戦
、第
10

節
・
姫
路
獨
協
大
戦
。こ
こ

で
負
け
る
と
勝
ち
点
で
姫
路

獨
協
大
と
並
び
、得
失
セ
ッ

ト
数
に
よ
っ
て
は
優
勝
を
逃

す
大
商
大
は
、絶
対
に
勝
っ

て
1
部
復
帰
を
決
め
た
か
っ

た
。チ
ー
ム
は
一
丸
と
な
り
、

序
盤
か
ら
ア
タ
ッ
ク
や
ブ

ロ
ッ
ク
を
決
め
、今
度
は
雪

辱
を
果
た
し
3
―
0
で
快
勝

し
た
。こ
れ
で
大
商
大
は
上

位
リ
ー
グ
戦
も
含
め
、10
戦

中
8
勝
・
勝
ち
点
18
で
2
部

優
勝
、1
部
復
帰
を
決
め
た
。

　

11
月
に
行
わ
れ
た
関
西
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
学
男
女
選
手

権
大
会
で
は
、準
々
決
勝
で

立
命
館
大
学
に
2
―
0
で
勝

つ
も
、準
決
勝
で
京
都
産
業

大
学
に
敗
れ
た
。結
果
は
、昨

年
よ
り
一
つ
順
位
を
落
と
し

た
3
位
。京
都
産
業
大
は
優

勝
を
果
た
し
た
。

　

主
将
の
中
元
将（
公
営
4

年
・
南
砺
福
野
高
）は「
実
力

差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
が
、

自
分
た
ち
の
試
合
が
で
き

た
。来
季
は
結
果
だ
け
を
見

ず
に
一
つ
一
つ
の
試
合
で

後
悔
し
な
い
よ
う
に
満
足

の
で
き
る
試
合
を
心
掛
け

て
ほ
し
い
。自
分
た
ち
の
試

合
を
す
る
こ
と
で
結
果
も

自
ず
と
つ
い
て
来
る
と
思

う
」と
後
輩
た
ち
に
熱
い

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

文
／
酒
井
大
輝

（
公
営
4
年
・
篠
山
産
業
高
）

秋
季
リ
ー
グ
戦

秋
季
リ
ー
グ
戦

秋
季
リ
ー
グ
戦
行
！！
行
！！

有
言
実
行
！！
1
部
復
帰

1
部
復
帰

1
部
復
帰

関
西
イ
ン
カ
レ

関
西
イ
ン
カ
レ

関
西
イ
ン
カ
レ

関西大学バレーボール連盟
男子秋季リーグ戦
9月8日～10月27日　大阪商業大学総合体育館他

「関西大学バレーボール連盟
男子秋季リーグ戦」
　2部　優勝（1部昇格）
　優秀監督賞
　　長谷川 博之
　最優秀選手賞
　　岡本 智秀（公営4年・姫路工業高）
　ブロック賞
　　寺村 駿太郎（商1年・東亜学園高）
　猛打賞
　　岡本 智秀（公営4年・姫路工業高）
　セッター賞
　　田辺 智明（公営1年・八幡工業高）
　新人賞
　　寺村 駿太郎（商1年・東亜学園高）

「関西バレーボール大学男女選手権大会」
　男子　3位

「第66回全日本バレーボール大学
男子選手権大会」
　決勝トーナメント戦　1回戦敗退
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位
3
位
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無
念
無
念
無
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1
部
に

季
リ
ー
グ

き
ず
に
2

厳
し
い
現

ら
れ
た

ボ
ー
ル
部

レ
ー
ボ
ー

季
リ
ー
グ

節
・
大
阪

れ
、続
い

獨
協
大
学

獨
協
大
学

ト
の
末
、

は
抜
け
殻

し
か
し
、

（
公
営
4
年

バ
レ
ー

有有

ボ
ク
シ
ン
グ
部

　

高
校
3
年
生
か
ら
3
年
連

続
出
場
と
な
る
国
民
体
育
大

会
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
で
、今

年
、京
口
紘
人（
経
済
2
年
・

伯
太
高
）は
、成
年
男
子
ラ

イ
ト
フ
ラ
イ
級
で
見
事
3
位

に
輝
い
た
。中
学
1
年
生
か

ら
兄
の
影
響
で
始
め
た
ボ
ク

シ
ン
グ
。進
学
し
た
高
校
に

は
ボ
ク
シ
ン
グ
部
が
な
く
、

ジ
ム
で
練
習
す
る
日
々
だ
っ

た
。高
校
卒
業
と
同
時
に
兄

　

去
る
11
月
に
行
わ
れ
た
ア

マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
の
最

高
峰
、全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア

ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
に

京
口
を
含
む
5
人
が
出
場
し

た
。京
口
が
慕
う
主
将
の
福

森
翔
太（
経
営
3
年
・
松
山
聖

陵
高
）、さ
ら
に
リ
ー
グ
戦
で

即
戦
力
と
な
っ
た
田
中
洸
太

郎（
公
営
1
年
・
莵
道
高
）、

片
山
慈
英
士（
公
営
1
年
・
二

階
堂
高
）、山
田
大
樹（
公
営

1
年
・
津
山
東
高
）の
後
輩
た

ち
だ
。

　

ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
の
京
口

は
準
々
決
勝
で
ア
ジ
ア
選
手

権
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
自
衛
隊

体
育
学
校
・
柏
崎
選
手
と
当

と
同
じ
く
プ
ロ
入
り
す
る
つ

も
り
だ
っ
た
が
、大
商
大
ボ

ク
シ
ン
グ
部
の
菅
原
博
之
監

督（
大
商
大
O
B
）に
見
い

出
さ
れ
大
学
に
進
学
し
た
。

　

春
に
行
わ
れ
た
関
西
学
生

ボ
ク
シ
ン
グ
リ
ー
グ
戦
で
は

惜
し
く
も
関
西
大
学
に
敗
れ

優
勝
を
逃
し
た
大
商
大
だ

が
、そ
の
中
に
京
口
の
宿
敵

が
い
た
。リ
ー
グ
戦
で
京
口

が
唯
一
敗
北
を
喫
し
た
関
西

大
・
寺
地
選
手
だ
。2
学
年
上

の
寺
地
選
手
と
は
リ
ー
グ
戦

の
後
、8
月
の
国
体
関
西
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
で
も
対
戦
し
て

敗
れ
た
。昨
年
の
同
大
会
で

は
勝
っ
て
い
た
だ
け
に
悔
し

い
2
敗
目
と
な
っ
た
。そ
し

て
、10
月
、東
京
国
体
の
準
決

勝
で
三
度
、寺
地
選
手
と
相

ま
み
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

準
決
勝
で
は
大
接
戦
を
展
開

し
、判
定
に
も
つ
れ
込
ん
だ
。

「
今
度
こ
そ
勝
っ
た
と
思
っ

た
」（
京
口
）が
、結
果
は
0
―

3（
28
―
29
、27
―
30
、28
―

29
）の
僅
差
で
敗
れ
た
。試
合

終
了
後
、京
口
の
目
か
ら
涙

が
あ
ふ
れ
た
。初
め
て
リ
ン

グ
で
流
し
た
悔
し
涙
だ
っ

た
。寺
地
選
手
は
東
京
国
体

で
初
優
勝
を
飾
り
、プ
ロ
転

向
を
表
明
。京
口
は「
必
ず
追

い
か
け
て
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た

し
た
い
。そ
の
前
に
来
年
の

国
体
で
1
位
を
狙
う
」と
タ

イ
ト
ル
獲
得
を
誓
っ
た
。

た
り
、0
―
3（
27
―
30
、28

―
29
、27
―
30
）で
敗
れ
ベ

ス
ト
8
。奇
し
く
も
決
勝
戦

で
は
、柏
崎
選
手
と
寺
地
選

手
の
対
戦
と
な
り
、柏
崎
選

手
が
全
日
本
選
手
権
2
連
覇

を
達
成
し
た
。京
口
は
敗
れ

は
し
た
も
の
の
、ト
ッ
プ
と

の
実
力
の
差
を
感
じ
さ
せ
な

い
戦
い
ぶ
り
だ
っ
た
。ま
た
、

ウ
ェ
ル
タ
ー
級
の
福
森
と
ラ

イ
ト
級
の
田
中
も
ベ
ス
ト
8

の
成
績
を
収
め
た
。

　

す
で
に
来
年
に
向
け
て
結

束
を
強
め
て
い
る
大
商
大
ボ

ク
シ
ン
グ
部
。悔
し
涙
を
う

れ
し
涙
に
変
え
る
日
は
遠
く

な
い
だ
ろ
う
。

堂
　
々
堂
　
々
堂
　
々

悔
し
涙
を
糧
に

悔
し
涙
を
糧
に

悔
し
涙
を
糧
に

国
体
国
体
国
体

「第68回国民体育大会
（スポーツ祭東京2013）ボクシング競技」
　成年男子ライトフライ級　〈大阪府〉　3位
　　京口 紘人（経済2年・伯太高）
　成年男子ウェルター級　  〈愛媛県〉　1回戦敗退
　　福森 翔太（経営3年・松山聖陵高）
　成年男子フライ級　　　〈愛媛県〉　1回戦敗退
　　長尾 朋範（経営1年・新田高）
　成年男子ライト級　　　 〈京都府〉　1回戦敗退
　　田中 洸太郎（公営1年・莵道高）
　成年男子ライト級　　　 〈奈良県〉　1回戦敗退
　　片山 慈英士（公営1年・二階堂高）

「第83回全日本アマチュアボクシング選手権大会」
　ライトフライ級　ベスト8
　　京口 紘人（経済2年・伯太高）
　バンタム級　　 1回戦敗退
　　片山 慈英士（公営1年・二階堂高）
　ライト級　　　  ベスト8
　　田中 洸太郎（公営1年・莵道高）
　ウェルター級　  ベスト8
　　福森 翔太（経営3年・松山聖陵高）
　ウェルター級　  1回戦敗退
　　山田 大樹（公営1年・津山東高）

「大阪学生ボクシング選手権大会」
　Aクラス団体　　　　　　　準優勝
 バンタム級　　　　 優勝
　　片山 慈英士（公営1年・二階堂高）
　 ライト級　　　　　 優勝
　　中谷 夏樹（経済1年・京都廣学館高）
　 ライトウェルター級　準優勝
　　田中 利樹（経済1年・倉吉北高）
　 ウェルター級　　　 優勝
　　前田 絃希（公営3年・神戸第一高）
　 最優秀選手賞
　　中谷 夏樹（経済1年・京都廣学館高）
　 技能賞
　　前田 絃希（公営3年・神戸第一高）
　 特別賞
　　田中 利樹（経済1年・倉吉北高）

第68回国民体育大会（スポーツ祭東京2013）
10月4日～8日　日野市市民の森ふれあいホール

第83回全日本アマチュアボクシング選手権大会　11月13日～17日　雲仙市吾妻体育館

3
位
3
位
3
位

全日本アマ5人出場！全日本アマ5人出場！全日本アマ5人出場！

ベスト8ベスト8ベスト8
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11
月
に
行
わ
れ
た
全
日
本

学
生
拳
法
選
手
権
大
会
で
、

大
商
大
日
本
拳
法
部
は
ベ
ス

ト
８
の
成
績
を
収
め
た
。大

商
大
は
シ
ー
ド
校
の
た
め
、

２
回
戦
か
ら
の
登
場
と
な
っ

た
。２
回
戦
・
名
古
屋
学
院
大

学
に
は
、５
勝
２
分
で
快
勝
。

３
回
戦
は
名
古
屋
大
学
と
対

戦
し
、６
勝
１
分
で
圧
勝
し
、

準
々
決
勝
へ
と
駒
を
進
め

た
。準
々
決
勝
・
関
西
大
学
に

は
、先
峰
戦
と
次
峰
戦
で
流

れ
を
つ
か
め
な
い
ま
ま
敗

北
。続
く
三
峰
戦
の
矢
田
秀

人（
商
２
年
・
東
大
阪
大
柏
原

高
）が
一
矢
報
い
流
れ
を
断

ち
切
る
も
、続
く
中
堅
戦
、三

将
戦
で
そ
の
勢
い
に
乗
れ
な

か
っ
た
。そ
し
て
、絶
対
に
負

け
ら
れ
な
い
副
将
戦
。気
迫

で
戦
う
も
惜
敗
し
、準
々
決

勝
敗
退
が
決
ま
っ
た
。残
る

大
将
戦
、主
将
の
西
尾
勇
輝

（
経
済
３
年
・
大
商
大
堺
高
）

は
、勝
っ
て
意
地
を
見
せ
た

か
っ
た
が
、無
念
の
敗
北
と

な
っ
た
。結
果
、関
西
大
に
１

勝
６
敗
で
ベ
ス
ト
８
。昨
年

の
４
位
を
越
え
ら
れ
な

か
っ
た
。

　

西
尾
は「
調
子
は
悪
く
な

く
勝
つ
気
で
行
っ
た
が
、全

体
的
な
レ
ベ
ル
、気
持
ち
、練

習
量
が
足
り
な
か
っ
た
」と

敗
因
を
語
っ
た
。ま
た
、結
果

に
つ
い
て
は「
本
当
に
悔
し

い
。最
低
で
も
去
年
は
超
え

た
か
っ
た
」（
西
尾
）と
表
情

を
引
き
締
め
、複
雑
な
心
境

を
語
っ
た
。こ
の
悔
し
さ
を

日
本
拳
法
部

第58回全日本学生拳法選手権大会
11月24日　大阪府立体育館

糧
に
、次
の
大
会
で
は
さ
ら

な
る
高
み
を
期
待
し
た
い
。

文
／
高
本
菜
樹
紗

（
経
営
１
年
・
大
阪
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
）

「第53回全・日本拳法男子個人選手権大会」
　成年の部 ベスト32 西尾 勇輝（経済3年・大商大堺高）
 1回戦敗退 西野 貴士（公営3年・今宮工科高）
 1回戦敗退 江口 昌吾（経済3年・大商大堺高）

「第39回日本拳法龍峰杯優勝大会」
　男子参段の部 優勝 江口 昌吾（経済3年・大商大堺高）
 準優勝 矢田 秀人（商2年・東大阪大柏原高）
 3位 西尾 勇輝（経済3年・大商大堺高）
　男子段外の部 ベスト8 森 健（経済1年・茨田高）

「第29回全日本学生拳法個人選手権大会」
　男子の部 3回戦敗退 西野 貴士（公営3年・今宮工科高）
 3回戦敗退 江口 昌吾（経済3年・大商大堺高） 
 3回戦敗退 矢田 秀人（商2年・東大阪大柏原高）
 2回戦敗退 西尾 勇輝（経済3年・大商大堺高）

「第58回全日本学生拳法選手権大会」
　男子団体 ベスト8
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思
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ベ
ス
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8
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本
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日
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子
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子
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体
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体
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日
本
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本
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め

思
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思
い
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拳
に
突
き
進
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ベ
ス
ト
8

ス
ト
8

ベ
ス
ト
8

ベ
ス
ト
8

男
子
男
子

団
体
団
体
男
子

団
体
男
子

団
体

　

昨
年
の
全
日
本
学
生
合
気

道
競
技
大
会
で
、有
終
の
美

を
飾
っ
た
大
商
大
合
気
道
部
。

先
輩
の
活
躍
を
目
の
当
た
り

に
し
た
前
田
創（
商
３
年
・

和
歌
山
商
業
高
）は「
先
輩
に

続
き
た
い
。自
分
も
後
輩
に

勝
つ
姿
を
見
せ
た
い
」と
静

か
に
闘
志
を
燃
や
し
た
。

　

今
年
、４
年
生
不
在
の
中
、

主
将
に
な
っ
た
前
田
は
稽
古

量
を
倍
に
増
や
し
、努
力
を

積
み
重
ね
て
き
た
。満
を
持

し
て
迎
え
た
全
日
本
大
会
。

乱
取
競
技
個
人
戦
で
は
３
回

戦
敗
退
と
入
賞
を
逃
し
た
前

田
だ
が
、後
輩
の
深
井
順
矢

（
経
営
２
年
・
松
山
商
業
高
）

と
出
場
し
た
演
武
競
技
対
徒

手
の
部
で
、そ
の
努
力
の
成

果
を
見
せ
た
。演
武
競
技
で

は
準
々
決
勝
ま
で
順
調
に
勝

ち
上
が
る
と
、準
決
勝
・
天
理

大
学
と
の
対
戦
。気
合
い
の

入
っ
た
演
舞
を
披
露
す
る
も

２
―
３
の
僅
差
で
負
け
、３

位
決
定
戦
に
回
っ
た
。３
位

決
定
戦
の
相
手
は
、関
西
学

生
合
気
道
競
技
大
会
で
敗
れ

た
近
畿
大
学
。雪
辱
を
誓
い
、

堂
々
と
し
た
演
舞
を
見
せ
つ

け
、今
度
は
審
判
員
の
旗
が

大
商
大
に
３
本
挙
が
り
、３

―
２
で
３
位
に
輝
い
た
。「
先

輩
に
一
歩
近
づ
け
た
。来
年

は
白
帯
の
後
輩
も
黒
帯
に
な

る
。強
く
な
っ
て
乱
取
競
技

で
も
結
果
を
残
し
た
い
」（
前

田
）と
後
輩
の
可
能
性
に
期

待
を
寄
せ
た
。

合
気
道
部

「第29回関東学生合気道競技秋季大会」
　乱取競技男子個人戦 準優勝 前田 創（商3年・和歌山商業高）

「第20回関東学生合気道競技新人大会」
　乱取競技男子個人戦 3位 真室 周（経済2年・懐風館高）

「第44回全日本学生合気道競技大会」
　乱取競技男子団体戦 2回戦敗退
　乱取競技男子個人戦 3回戦敗退 前田 創（商3年・和歌山商業高）
 2回戦敗退 真室 周（経済2年・懐風館高）
　演武競技男子対徒手の部 3位 前田 創（商3年・和歌山商業高）・
  深井 順矢（経営2年・松山商業高）

「第38回関西合気道競技大会」
　短刀乱取競技男子個人戦 2回戦敗退 前田 創（商3年・和歌山商業高）
　演武競技男子対徒手の部
　初級の部 3回戦敗退 中嶋 優斗（商1年・伊和高）・
  石田 智久（公営1年・箕面自由学園高）
　中級の部 3回戦敗退 岩橋 和（経営2年・大商大堺高）・
  真室 周（経済2年・懐風館高）

第44回全日本学生合気道競技大会
10月19日　大阪市中央体育館サブアリーナ

演武競技男子対徒手の部演武競技男子対徒手の部演武競技男子対徒手の部演武競技男子対徒手の部
3位3位3位全日本日本全日本全日本

演武競技男子対徒手の部演武競技男子対徒手の部演武競技男子対徒手の部演武競技男子対徒手の部

努力の賜物努力の賜物努力の賜物努力の賜物努力の賜物

全日本日本全日本全日本3位3位3位

空
手
道
部

打
倒
・
近
畿
大

　

10
月
の
全
関
西
大
学
空
手

道
選
手
権
大
会
で
昨
年
の
戦

績
を
上
回
る
、男
子
団
体
組

手
で
準
優
勝
を
果
た
し
た
大

商
大
空
手
道
部
。し
か
し
、こ

の
結
果
に
は
満
足
し
て
い

な
か
っ
た
。そ
れ
は
決
勝
戦

で
６
月
の
西
日
本
大
学
空

手
道
選
手
権
大
会
で
敗
れ

た
近
畿
大
学
に
ま
た
も
や

惜
敗
を
喫
し
た
か
ら
だ
。

「
打
倒
・
近
畿
大
」を
胸
に
11

月
、地
元
東
大
阪
ア
リ
ー
ナ

で
行
わ
れ
た
全
日
本
大
学
空

手
道
選
手
権
大
会
に
挑
む
こ

と
と
な
っ
た
。

快
勝
で
4
強
入
り

　

１
回
戦
の
東
北
大
学
に

完
勝
、２
回
戦
の
法
政
大
学

に
３
勝
１
敗
１
分
、３
回
戦

の
慶
應
義
塾
大
学
に
３
勝

１
敗
と
快
調
に
準
々
決
勝

へ
進
出
。そ
し
て
、準
々
決

勝
は
昨
年
の
同
大
会
で
敗

れ
た
国
士
舘
大
学
と
の
対

戦
と
な
っ
た
。

　

先
鋒
、次
鋒
が
続
け
て
勝

利
し
、続
く
中
堅
は
黒
川
大

和（
公
営
４
年
・
開
新
高
）。中

段
突
き
で
１
ポ
イ
ン
ト
先
取

す
る
と
流
れ
は
一
気
に
黒
川

に
傾
い
た
。黒
川
の
上
段
回

し
蹴
り
が
決
ま
っ
た
瞬
間
、

会
場
が
沸
き
圧
勝
し
た
。こ

れ
で
大
商
大
、近
畿
大
、京
都

産
業
大
学
、帝
京
大
学
の
４

強
が
出
そ
ろ
っ
た
。

雪
辱
戦
に
敗
れ
る

　

迎
え
た
準
決
勝
の
相
手
は

宿
敵
・
近
畿
大
。先
鋒
は
溝
口

弘
樹（
商
２
年
・
東
大
阪
大
柏

原
高
）。中
段
突
き
を
決
め
ら

れ
先
取
さ
れ
る
と
そ
の
後
も

中
段
突
き
を
決
め
ら
れ
敗
北

し
た
。続
く
次
鋒
の
西
山
貴

明（
経
済
４
年
・
芦
北
高
）は

上
段
突
き
で
１
ポ
イ
ン
ト
先

取
す
る
。警
告
さ
れ
追
い
つ

か
れ
る
が
、相
手
の
蹴
り
を

上
段
突
き
で
返
し
、辛
勝
し

た
。続
く
中
堅
は
こ
こ
ま
で

圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
て
い

る
黒
川
。一
進
一
退
の
防
御

を
見
せ
る
が
、上
段
突
き
を

決
め
ら
れ
力
尽
き
た
。後
が

な
く
な
っ
た
大
商
大
の
副
将

は
平
野
皓
大（
公
営
４
年
・
東

大
阪
大
柏
原
高
）。中
段
突
き

で
１
ポ
イ
ン
ト
先
取
さ
れ
る

も
取
ら
れ
て
は
取
り
返
す
粘

り
強
さ
を
見
せ
た
。し
か
し
、

執
念
及
ば
ず
一
本
を
決
め
ら

れ
た
。結
果
、１
勝
３
敗
で
敗

れ
た
。黒
川
は「
自
分
が
中
堅

で
勝
っ
て
い
れ
ば
流
れ
が
変

わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。練

習
次
第
で
近
畿
大
に
勝
て
る

と
思
う
。後
輩
た
ち
に
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。

近
畿
大
に
雪
辱
を
果
た
せ
な

か
っ
た
が
、全
日
本
大
会
３

位
は
２
年
ぶ
り
。古
豪
復
活

が
見
え
た
。

　

女
子
団
体
組
手
は
、林
真

弓（
公
営
４
年
・
大
阪
府
教
育

セ
ン
タ
ー
附
属
高
）、山
田
里

奈（
公
営
４
年
・
華
頂
女
子

高
）、安
井
美
奈
実（
公
営
３

年
・
東
大
阪
大
敬
愛
高
）の
３

選
手
で
の
戦
い
と
な
っ
た
。

１
回
戦
の
金
沢
大
学
に
勝
利

す
る
も
２
回
戦
の
立
教
大
学

に
敗
北
し
、全
日
本
大
会
の

幕
を
閉
じ
た
。

文
／
根
本
あ
か
り

（
経
済
３
年
・
西
城
陽
高
）

「第53回空手道糸東会全国選手権大会」
　大学団体組手 優勝
　一般男子中量級組手 優勝 黒川 大和（公営4年・開新高）
　一般男子無差別級組手 優勝 飯作 雄太郎（公営1年・保善高）
　一般女子組手 準優勝 山田 里奈（公営4年・華頂女子高）

「第68回国民体育大会（東京スポーツ祭2013）空手道競技」
　成年男子中量級組手  〈熊本県〉
 4位 黒川 大和（公営4年・開新高）
　成年男子軽量級組手  〈兵庫県〉
 2回戦敗退 高井 魁人（経営2年・神戸第一高）

「第56回全関西大学空手道選手権大会」
　男子団体組手 準優勝
 優秀選手賞 黒川 大和（公営4年・開新高）
 優秀選手賞 西山 貴明（経済4年・芦北高）
　女子団体組手 2回戦敗退

「第8回世界ジュニア＆カデット・21アンダー空手道選手権大会（スペイン）」
　男子個人組手  －78kg級 2回戦敗退 溝口 弘樹（商2年・東大阪大柏原高）

「第57回全日本大学空手道選手権大会」
　男子団体組手 3位
 優秀選手賞 黒川 大和（公営4年・開新高）
　女子団体組手 2回戦敗退

「第41回全日本空手道選手権大会」
　男子団体組手  〈京都府〉 優勝 川島 健吾（経営2年・洛陽総合高）
　　　　　　　  〈東京都〉 準優勝 飯作 雄太郎（公営1年・保善高）
　　　　　　　  〈大阪府〉 3位 溝口 弘樹（商2年・東大阪大柏原高）
　　　　　　　  〈岡山県〉 4回戦敗退 岡本 小鉄（商3年・おかやま山陽高）
　　　　　　　  〈山口県〉 2回戦敗退 古川 涼太（公営2年・高水高）
　　　　　　　  〈熊本県〉 1回戦敗退 黒川 大和（公営4年・開新高）
　　　　　　　  〈和歌山県〉 1回戦敗退 濵野 涼（公営3年・東大阪大柏原高）
　男子個人組手  〈熊本県〉 2回戦敗退 黒川 大和（公営4年・開新高）
　　　　　　　  〈岡山県〉 2回戦敗退 岡本 小鉄（商3年・おかやま山陽高）

第57回全日本大学空手道選手権大会
11月17日　東大阪アリーナ
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▼
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
の
記
事
を

書
く
こ
と
が
今
回
初
め
て

で
、わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
て
不
安
で
し
た
。と
っ
て

も
大
変
で
し
た
。先
輩
に
も

協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

記
事
を
完
成
す
る
こ
と
が
で

き
、と
て
も
良
い
経
験
が
で

き
ま
し
た
。ま
た
応
援
に
行

き
た
い
で
す
！（
高
本
）

▼
今
回
２
回
目
の
編
集
な
の

で
、前
回
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
ま
し
た
。硬
式
野
球
部

の
リ
ー
グ
戦
か
ら
取
材
に
行

き
、42
季
ぶ
り
の
優
勝
に
立

ち
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
!!　

見
に
行
っ
て
書
く
の

と
聞
い
て
書
く
の
は
全
然
違

う
し
、試
合
後
の
選
手
の
声

が
聞
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

（
江
見
）

▼
な
じ
み
の
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
か
ら
初
め
て
観
る
ス
ポ
ー

ツ
ま
で
試
合
観
戦
に
行
き
、

そ
わ
そ
わ
、わ
く
わ
く
し
ま

し
た
。選
手
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、試
合
後
の
選
手
は
勝
ち

負
け
に
関
係
な
く
き
ら
き
ら

し
て
い
ま
し
た
。（
根
本
）

▼
今
回
で
僕
は
商
大
ス

ポ
ー
ツ
新
聞
の
編
集
が
最

後
と
な
り
ま
し
た
。本
当
に

今
年
は
各
ク
ラ
ブ
良
い
成
績

を
残
し
て
い
た
の
で
、自
分

の
こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。今
後
は
よ
り
良

い
商
大
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
を
後

輩
た
ち
が
作
っ
て
く
れ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。（
酒
井
）

▼
す
ぽ
せ
ん
娘
３
代
目

で
す
。
体
育
会
本
部
の
酒

井
く
ん
の
提
案
か
ら
商
大

ス
ポ
ー
ツ
新
聞
の
学
生
記

者
は
誕
生
し
ま
し
た
。
今

回
、
全
学
年
の
学
生
記
者

が
そ
ろ
い
、全
員
が
撮
影
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て

新
聞
を
編
集
。学
生
が
学
生

を
応
援
す
る
新
聞
が
完
成

し
ま
し
た
。感
無
量
で
す
。

（
本
津
） 我

楽
多

我
楽
多

※文中人名後の（　）内は、所属学科学年・出身高校
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